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Ⅰ　はじめに
　課題研究の課題を設定するにあたり、教育実習での
「道徳の時間」の実践をふり返り、児童が道徳的問題
について自分のこととして考え、道徳的価値について
の理解や考えを十分に深めることができていない実態
を踏まえ、①自分の思いや考え、経験と合わせて、道
徳的価値について考えを深めること。「特別の教科　
道徳」（2015年３月）を踏まえ、「道徳の時間」を要と
して学校教育活動全体を通じて行うというこれまでの
道徳教育の基本的な考え方を引き継いでいる一方、道
徳教科化からの要請として、②「考える道徳」「議論
する道徳」への質的な転換が求められること。さらに、
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　本稿は、第一著者が平成29年３月に群馬大学大学院教育学研究科専門職学位課程に提出した課題研究報告書の
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道徳教科化の契機を踏まえ、③道徳の時間を軸とした
道徳教育には、実効性のある力の育成と実行する手立
てを考えて道徳的実践のできる児童の育成が要請され
ていることを考えた。
  以上のことから課題研究では、学習プロセスに基づ
く道徳の時間を軸とした道徳教育を構想し、児童が道
徳的問題について自分のこととして考え、道徳的価値
についての考えを深めることのできるモデルを提案す
ることを目的とした。目指す児童像を「道徳的価値に
ついて考えを深めている児童」とし、道徳の時間に学
習したことを自分の生活に結びつけて、学校生活や家
庭の中での道徳的実践へつなぎ、深化されることを意
図した。
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Ⅱ　学習プロセスの構想
　本研究では、道徳教育において児童の学びを深化さ
せるため学習プロセスを構想した（図１）。学習プロ
セスにおける体験過程、Ⅰ価値理解（内化）→Ⅱ計画
（可視化）→Ⅲ実践→Ⅳふり返り（深化）により、道
徳的価値について考えを深めている児童の育成を図っ
た。
　手立て①思
考 ツ ー ル を
使った話し合
い活動、②問
題解決的な学
習、 ③ 一 枚
ポートフォリ
オ評価OPPA（One Page Portfolio Assessment）」を
位置付けた実践の流れ（図２）とした。
 「道徳の時間」を軸とするとらえ方について、児童
が自ら道徳性を養って深化を目指すには、円環的で意
図的、計画的でスパイラルな教育活動を通じて到達す
るものと考えた。したがって、「道徳の時間」にて、
Ⅰ価値理解内化を授業で実践することから、軸という
表現方法を選
択した。
　学習プロセ
スは、ピア・
サポートモデ
ル（2002）と
してのピア・
サポート活動
における児童
生徒の体験過
程図３を参考に作成した。懸川がカナダダンカン市に
おいて、教育モデルとしてピア・サポートを取り入れ
た教育活動を視察した。ピア・サポートモデルは、ワー
クショップモデル（Plan・Do・Seeの円環的）を原型に、
特徴としてのトレーニングを取り入れた児童生徒の円
環 的 な 体 験 過 程 を 見 出 し 提 案 し た も の で あ る。
Training（トレーニング）段階では、知識・スキルの
ための体験学習・演習を行う。Personal Planning（個
人プランニング）の段階では、サポート活動のための
計画を立てる。Support（サポート活動）段階では、
トレーニングでの学習を活用し、計画に基づきサポー
ト活動を行う。Supervision（スーパービジョン）は
活動のふり返りを行う。ここでのピア・サポートは、
Cole（2005）の定義「ピア・サポートとは、単純に人
が人を支援するということ。」とする。児童生徒は体
験過程を通して問題解決能力の育成が図られている
（2003）。
Ⅲ　手立て
１　思考ツールを使った話し合い活動
　黒岩らはシンキングツール（以下、思考ツール）と
は、「自分の頭の中にある思いや考えを視覚的に表し
てくれるものである」と述べ、その有効性を挙げてい
る。思考ツールは、児童の頭の中にある考えを可視化
する道具である。佐藤（2013）は、「ワークシートや
付箋を使って、アイデアや話し合いのプロセスが全員
に見えるようにすること（可視化）で、話し合いをス
ムーズに進めたり、新たな視点に気づけたりすること
が可能になる」と述べている。話し合いの内容を可視
化することで、児童は考えを整理することが容易にな
ると考える。また、全員が授業に参加できるという利
点もあると考える。
　グループでの話し合い活動を取り入れることによ
り、グループのメンバーの考えを聞き、多様な考えに
触れさせる。これは、「道徳的価値について多面的・
多角的に学ぶ」という教科化からの要請とも合致する
ものである。
  本研究では、児童一人ひとりが考えをもち、それを
可視化し、深めるために思考ツールを活用する。グルー
プでの話し合いを通して多様な考えに触れさせること
をねらいとする。
図１　学習のプロセス
図２  実践の流れ
図３　児童生徒の体験過程
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２　問題解決的な学習
　問題解決的な学習を「教材における問題場面におい
て、よりよい行動を判断し、解決策を模索することを
通して、課題を多面的・多角的に考え、主体的に判断
し、道徳的実践につながる道徳性を育てる学習方法と
捉える。」と定義した。
　本研究では、児童が道徳的問題を解決するにあたり、
「解決策（どうするか）」→「理由」→「考えられる結
果（どうなるか）」の思考の流れをフローチャートで
書くワークシートを作成し、活用した。
３　一枚ポートフォリオ評価（OnePagePortfolio
Assessment）
　堀（2013）は、One Page Portfolio Assessment（以
下OPPA）について、「教師のねらいとする授業の成
果を、学習者が一枚の用紙の中に授業前・中・後の学
習履歴として記録し、その全体を学習者自身に自己評
価させる方法」とし、その中で用いられる“一枚の用
紙”が OPP シートである。
　OPPAにおける理論的骨子の概要として、（1）構成
主義の考え方に基づく学習・授業観を背景にしている、
（2）学習者の資質・能力の育成を中心にした学力モデ
ル、（3）学習の過程や変容を明確にするポートフォリ
オ評価の導入、（4）学習の成果を適切にみとるパフォー
マンス評価の導入、（5）資質・能力を育成するための
診断的・形成的・総括的評価の導入（6）学習者の思
考や認知過程の内化、内省、外化の重視、（7）自己評
価を活用したメタ認知能力の育成について述べてい
る。
　新学習指導要領では、道徳科における評価の意義に
ついて、「児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子
を継続的に把握し、指導に生かすよう努める必要があ
る。ただし、数値などによる評価は行わないものとす
る。」と示されている。道徳の時間における評価は、
児童の学習状況を把握することを中心として、指導に
生かすことであると示されている。他者との比較では
なく、児童一人ひとりのもつよい点や可能性などの多
図４　OPPシート
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様な側面、進歩の様子などを把握し、児童の成長とい
う視点を大切にすることが重要である。
　本研究の学習のプロセスにおける可視化と明確化、
道徳教育における評価の在り方を追究できるものと考
えOPPAを導入した。OPPシートを活用することで、
複数時間の指導を通して、児童の学習状況を把握する
こと、把握した児童の学習状況に基づき、指導に生か
す視点を得る。また、「道徳的な成長を温かく見守り、
共感的な理解に基づいて、よりよく生きようとする努
力を認め、勇気づける働きをもつ」とあることを踏ま
え、本研究では、児童の成長を見守り、励ましたり、
勇気づけたりするために、OPPシートに、朱筆でコメ
ントを書く方法でやりとりをする。
　この方法で児童の実践を支援し、道徳的実践への意
欲の向上を図った。OPPシートの構成は、左半分に学
習前の価値の捉え「思いやりって？」・学習中「心と
心のあく手」の学習履歴、右半分の上段に事後活動の
ふり返り、下段に全体のふり返りの欄を設ける（図４）。
OPPシートへの記述内容を基に、児童がねらいとする
道徳的価値について考えを深めることができたかどう
かを把握する。
Ⅳ　教育実践
　本実践は、第１筆者の実習校であるＫ小学校で行わ
れた。
１　実践学級
  本実践は、第１筆者が配属された４年１組（男子10
名、女子８名、計18名）の児童を対象として、平成28
年に実施した。
２　教育実践の構想
　教材を読解するだけの活動から、日常の問題を解決
する「考え、議論する道徳」へと発展するためには、
道徳の時間での学びを、日常場面での道徳的行為と関
連づけることが必要になると考える。児童自身の経験
を基にした実感が大切であり、自身の経験を基にしな
がら、道徳的価値について考えを深めていくために、
道徳の時間を軸とした道徳教育をデザインした（図
５）。
  児童は、１学期に、付箋紙を使い３人グループで話
し合いながら考えを整理する活動をした。２学期に入
り、問題解決的な学習を取り入れた道徳の授業を行い、
解決策を考え、自分のことに置き換えて自分だったら
どうするか判断するという体験をした。また、OPP
シートを活用し、授業後１週間「友達のいいいところ
探し」活動を行い、帰りの会の時間にOPPシートに記
入し、振り返るという体験もしている。　これらの体
験を踏まえ、本実践は道徳教育をデザインした。
Ⅴ　授業実践の内容
１　価値について　−教材観−
　内容項目Ｂ−（６）「相手のことを思いやり、進ん
で親切にする」をもとに設定したものである。
　中学年における「思いやり」は、相手の置かれてい
る状況、困っていること、大変な思いをしていること、
悲しい気持ちでいることなどを自分のこととして想像
することによって相手のことを考え、親切な行為を自
ら進んで行うことができるようにしていくことが大切
である。自分がどのように接し行動することが、相手
のためになるのかをよく考えさせ、言動へとつなげて
いくことが求められてくる。
　困っている人を助けたり、手伝ったりすることだけ
ではなく、思いやりを受けた時の喜びや感謝の気持ち
を相手に伝えていくことも大切であることを分から
せ、相手を思いやりながら行動に移すことの大切さに
も気づかせた。
２　児童の実態把握
　本学級の児童は、困っている友達がいると進んで助
けてあげることのできる子もおり、仲の良い友達や同
性の友達とは進んで助け合うことができる。一方で、
そうでない相手や気が向かないときには、見て見ぬふ
りをしてしまう子もいる。思いやりの心の大切さは理
解しており、人に親切にしようと言う思いはあるが、
自分の思いが中心となり、相手の気持ちや立場を考え
て行動することのできる児童は少ない。
３　事前質問紙調査
　授業実践をすすめるにあたって、質問紙によるアン
ケート調査を行った。普段の学校生活の中で、思いや
りのある行動をしているかどうかを、14項目の場面を
示して質問し、児童は「している」「していない」の
二件尺度で答えた。
　⑥友だちがわすれ物をしたときには、かしてあげる。
⑬給食当番の人が休んだり、じゅんびがおそいときに
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は、かわりにやったり、てつだったりする。⑭そうじ
のとき、自分の役割ではないことも手つだう。の項目
で「している」と答えた児童が少なかった。普段の児
童の生活の様子を見ても、自分の仕事が終わればそれ
でよしとする感じがあり、積極的に手伝ったり、関わっ
たりしている様子はあまり見られなかった。
４　授業前の思いやりの理解
　「思いやりとは何か」という問いに対して児童の考
えは以下の通りである。（複数記述可）
「やさしくすること」13人、「ゆずること」４人、「な
ぐさめること」３人、「助け合うこと」３人、「助ける
こと」２人、「手伝うこと」１人
  思いやりは優しさであると考える児童が多い。漠然
とした浅い理解にとどまっていることが分かる。
５　実践Ⅰ：価値理解・問題解決的な学習
　　平成28年10月24日第３校時　実施
⑴　授業の内容　道徳「相手を思いやり親切に」
①　ねらい：教材における迷う主人公の立場に立って
解決策を考えることを通して、思いやりのある行為と
は相手の立場に立ってすることであることを理解し、
思いやりのある行為を進んで行おうとする心情を育て
る。
②　手立て
  道徳的価値について理解するために、読み物教材を
活用した問題解決的な学習を取り入れる。本教材は、
下校途中の男子児童を主人公とする身近な題材を活用
している。
  教材の内容は次の通りである。主人公のはやとは、
大きな荷物を持って一生懸命に歩くおばあさんに「荷
物、持ちます」と声をかけるが断られ残念に思いなが
ら家に帰る。すると母から「おばあさんは病気で体が
不自由になり、歩く練習をしてここまで治ってきた」
と聞き、はっとする。そして再びおばあさんの姿を見
て声をかけようか迷う場面までを提示する。
  本教材を活用し、どうすることがおばあさんのため
になるのかを考えている主人公の問題意識に共感さ
せ、どのように解決したらよいかを考えることで道徳
的判断力を高め、実践へとつなげていきたいと考えた。
また、思いやりとは何かを考えさせるにあたり、何か
手伝ったりするなどの表面に現れる親切だけでなく、
黙って温かく見守るといった目に見えない思いやりも
あることを理解させたいと考えた。
  教材を読み、問題場面を見つけ、「解決策」→「理由」
→「結果」の解決過程をフローチャート思考の流れで
図５  道徳教育のデザイン
249
橋本麻理香・音山若穂・懸川武史
書く。
⑵　児童の反応と検討・改善
  資料の内容を把握させた後に、教材の結末部分を伏
せて、主人公のとるべき行動について解決策を考えた。
児童の意見は大きく分けて「助ける」「助けない」の
２つになった。はじめは自分の立場だけを考えた「助
ける」という意見が優勢だった。グループで発表し、
交流する中で、相手の立場を尊重して「助けない」と
いう意見や、「見守る」「応援する」といった意見が挙
げられた。その後、相手の気持ちを確かめた上で、半
分荷物を持ってあげる、手を引いて支えてあげるなど、
様々な意見が出された。挙げられた解決策を黒板にま
とめ、それぞれの解決策が、相手の立場を考えたもの
であることを確認し、思いやりのある行動は多様にあ
ることを確認した。児童は「思いやりとは、相手の立
場に立って行動することである」ということに気づく
ことができた。問題解決的な学習の思考過程を取り入
れたことで、解決策の理由、結果までを考えることが
できた。これにより、児童は自分だったらどんな行動
をするか、根拠をもって判断することができた。児童
は、これまでの「困っている人がいたら助ける」とい
う価値観から、さらに相手を思いやり「相手の立場に
立って行動する」という、多様な道徳的価値に気づき、
考えを深めることができた。
◇　検討・改善
  児童の考えが二項対立になってしまい、「助ける」「助
けない」の枠からでることのできない児童もいたため、
実践Ⅱの導入時に思いやりのある行動は多様にあって
よいことを確認する。
  相手の立場で考えることが大切であると本時の授業
をふり返る児童も多数であったが、抽象的な表現が多
かったため、次時に思いやりとは「相手の立場に立っ
て行動すること」という確認の時間を設ける。
６　実践Ⅱ：可視化
　平成28年10月31日第３校時　実施
⑴　授業の内容　道徳「思いやり作戦を考えよう」
　①　ねらい
  学校生活の中で実践することを見通しながら「思い
やり作戦」を計画することを通して、思いやりのある
行為を進んで行おうとする実践意欲を育てる。
　②　手立て
  本時では、学校生活の中でたくさんの「思いやりの
ある行動ができそうな場面」があることを気づかせる
ために、付箋紙を使った話し合い活動を取り入れる。
「いつ」「どこで」「だれに」「どんなこと」の項目ごと
に付箋紙の色を分け、グループで考えさせる。
⑵　児童の反応と検討・改善
  思いやりとは「相手の立場に立ってする」という理
解を踏まえ、学校生活の中で自分はどんなことができ
そうかを考えた。その際、付箋紙を使ってグループで
話し合った。
  児童は、「休み時間に、図書室で、低学年の子が本
に手がとどかなかったらとってあげる」「登校中、道
路からはみ出ていたら注意する」「友達が、勉強を分
からなそうにしていたら教えてあげる」など具体的な
場面をたくさん挙げることができた。「思いやりはこ
んなにあるんだなと思った」「考えたらいろいろあっ
た」と授業後の感想を記述した児童がいた。付箋を使
い可視化したことで、たくさんの思いやり場面がある
ことに気づくことができた。
　児童は、たくさんの思いやりの場面の中から、１週
間自分がどんなことが実践できそうか考え、実践の計
画をワークシートに記述した。「これから１週間書い
たのをやっていきたい」「困っている人がいたら助け
てあげたい」「思いやりをいっぱい増やしたい」「頑張
る」などの記述も見られたことから、自分にできそう
なことを考え、実践に向けて意欲をもつことができた
と考える。
◇　検討・改善
　児童は、実践Ⅲ「思いやり作戦」に向けて、意欲を
高めることができた。１週間実践ができるように、児
童の様子をよく観察し、声をかけるなど支援する必要
があると考えた。
７　実践Ⅲ：実践
　平成28年10月31日〜 11月４日　実施
⑴　実践期間「思いやり作戦」の児童の反応と検討・
改善
 １週間、「思いやり作戦」を実施した。児童は、実践
Ⅱで計画したことをもとに、毎日、学校生活の中で思
いやりのある行動を実践した。　
  帰りの会の時間を使い、実践の自己評価（◎○△）
とできたことをOPPシートに記入し、ふり返るという
活動を１週間継続し、実施した。
  「配り係の手伝いをした」「トイレのスリッパをそ
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ろえた」「大きな
声であいさつをし
た」「泣いている
子をなぐさめた」
などの記述があっ
た。
◇　検討・改善
　児童が実践し記
述した内容は「思
いやりの木」（図
６）として教室に
掲示することで、可視化し、意識づけることをねらっ
た。
  実践を促すために、実践の様子を写真に撮ったり、
実践を認め、励ます声がけを心がけ、支援した。実践
期間中、児童は積極的に友達に勉強を教えたり、自分
の担当場所のそうじが終われば、まだ終わってない子
の手伝いをしたりと自分にできることは何か考え行動
する様子が見られた。手伝う等の具体的な行動だけで
はなく、なぐさめたり、励ましたり、応援したりする
ことも思いやりであることに気づき、温かな言葉をか
け合う様子も見られた。
８　実践Ⅳ：深化・OPPシート
　平成28年11月７日第５校時　実施
⑴　授業の内容　道徳「私の考える思いやりとは」
①　ねらい
  実践したことをふり返ることを通して、思いやりと
は何かを自分なりに考えて理解を深める。
②　手立て
　本時では、OPPシートを活用し、実践をふり返り、
「思いやり」について改めて考えさせる。実践を通し
て感じたことなど、児童の実践を基にした実感が大切
にする。児童が自身の実践を基にしながら、道徳的価
値について考えを深めさせる。
⑵　児童の反応と検討・改善
　授業の導入では、思いやりの木を黒板に掲示し、実
践の様子の写真をテレビ画面に映し、１週間の実践を
学級全体でふり返った。
  「思いやり作戦」をしてみて気づいたこと、エピソー
ド、大切だと思ったことを一人ひとりがOPPシートに
書き込んだ。「ありがとうと言ってもらえて嬉しかっ
た」「すっきりした気持ちになった」「またやりたいと
思った」などの記述がみられた。
  児童は、自分の実践と結びつけて「相手のことを考
えて、助けてあげたり、やさしくしてあげたりするこ
と」の大切さに気づき、「思いやり」について考えを
深めることができた。
◇　検討・改善
  考えを深めることができた児童が多かった一方、相
手を思いやり「相手の立場に立って行動する」という
考えにたどり着かず、価値について深めることができ
なかった児童もいた。児童の学習履歴から実態を把握
し、個別に支援する必要がある。
Ⅵ　家庭での実践：プロジェクト学習
　平成28年11月21日〜 11月27日　実施
１　実践「お家で思いやり作戦をやってみよう」の児
童の反応と検討・改善
  発展学習として、１週間「お家で思いやり作戦をやっ
てみよう」を実施した。事前に家庭に便りを配布し、
児童の学習内容と実践の内容を伝え、家庭での児童の
実践を見守り、協力していただくことをお願いした。
児童は、毎日、家庭で思いやりのある行動を実践し、
実践の自己評価（◎○△）とできたことをOPPシート
に記入し、保護者のサインをもらうという活動を１週
間継続し、実施した。
　児童の実践を促すために、実践した内容は「思いや
りの木」として引き続き、教室に掲示した。児童の実
践内容は、家庭でのお手伝いが多数であり、「お皿洗い」
「妹の面倒を見た」「落ち葉の片づけ」「肩もみ」など様々
であった。実践の翌日には、家庭で実践できたことを
嬉しそうに報告してくれる児童も多かった。児童に話
を聞くと、実践の様子が知ることができた。児童は実
践の話を聞いてもらえたことで、次の日の意欲にもつ
ながったのではないかと感じた。
◇　検討・改善
　毎日朱筆で、実践を認め、励ますコメントを記入し
て返却する方法でやりとりをし、支援した。最終日に
は１週間を終えての児童の感想と保護者から子供に向
けて一言コメントを書いてもらった。
２　保護者の反応
　「思いやり作戦」における家庭との連携を踏まえ、
OPPシートに「保護者からの一言」欄を設けた。１週
図６　「思いやりの木」
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間の実践終了後、保護者から子どもに向けて一言コメ
ントを記入していただいた。保護者から子供たちに向
けての、励ましや感謝のコメントが多く書かれた。保
護者が書いたコメントの一部を、次にに示す。
・ 色々とお手伝いしてくれて助かったよ。ありがとう。
自分で考えて何にでも挑戦できてえらかったです。
・ １週間お手伝いをしてもらい助かりました。今後も
続けてもらいたいと思います。祝日・土日と野球で
疲れていてもしっかりと実践できましたね。頑張り
ました。
・ 毎日、お手伝いや妹の面倒を見てくれて、本当に本
当に助かりました。二人で留守番をしてくれたのは、
本当に助かったよ。
・ これからも相手の行動の２歩、３歩先を考え、相手
の立場に立ち、どんなことをしてもらったら嬉しい
か、常に思えるような大人になってくれるといいで
す。
  資料１の保護者のコメントの記述から、児童は保護
者に認められていることを実感することができている
と考える。児童は教師や保護者からのコメントを楽し
みにしており、笑顔でお互いのOPPシートを見て、言
葉を交わしている様子も見られた。
  教師が児童の実践を認め、励ますことはもちろんの
こと、保護者からも認められたり、児童同士で認め合っ
たりすることは、実践意欲を支える上で重要であり、
学校生活や家庭の中での道徳的実践につながるもので
あると考える。
Ⅶ　検証
１　質問紙調査の結果の比較
  授業前（10月13日実施）と授業後（12月20日実施）
のアンケートで、普段の学校生活の中で、思いやりの
ある行動を「している」と答えた人数を比較した表１
に示す。
  この結果から、13個の項目で「している」と回答し
た児童が増加したことが示された。学習前と比べて、
「思いやり」の意識をもって学校生活を送っているこ
とが分かる。道徳の授業で学んだことを行動にうつし、
普段の学校生活の中での道徳的実践につながったと考
える。
２　記述内容の分析
　OPPシートの学習前・後の記述内容の変容を分析
し、児童が価値について考えを深めることができた
かどうか検討を行う。本研究で目指す児童の姿に近づ
いた児童４名と価値について十分に深めることのでき
なかった児童１名の記述内容とその分析を示す。記述
内容は、事前の思いやりの理解、実践Ⅰを終え「大切
だと思ったこと」、実践Ⅱを終え「考えたこと」、実践
Ⅲのふり返り、実践Ⅳを終え「大切だと思ったこと」
について示している。
⑴　価値について考えを深めることができた児童
　本研究で目指す児童の姿に近づいた児童の記述内容
の分析を以下に示す。
  児童Ａ：事前から実践Ⅳまでの記述の変容から、相
表１　質問紙調査の結果の比較
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手の立場に立って行動するという価値を捉え、行動す
る大切さに気づくことができている。
  また、思いやりの受け手の嬉しさ気づき、感謝され
たときの嬉しさを感じたことで、自己肯定感が高まり、
実践意欲をもつことができている。
　児童Ｂ：事前から実践Ⅳまでの記述の変容から、実
践Ⅲ後に「相手の立場に立って行動する」という価値
の深まりが見られた。実践期間中、お礼を言ってもら
えたりや実践を認めてもらえたりした経験が、価値の
深まりにつながったと考える。
  児童Ｃ：事前から実践Ⅳまでの記述の変容から、実
践Ⅰ後に、相手の立場に立って行動するという価値に
ついての考えを深めることができ、行動することがで
きたことが分かる。実践Ⅰと実践Ⅳの記述内容に特別
に差は見られないものの、実践Ⅲ後に思いやりの行動
の広がりに気づくことができた点で、価値について考
えを深めることができた。
  児童Ｄ：事前から実践ⅣまでⅡまでの記述の変容か
ら、実践Ⅲ後に、相手の立場に立って行動することが
できたことが分かる。このことから、実践期間中、お
礼を言ってもらえた経験を通して、感謝された嬉しさ
を感じ、相手の気持ちを思うという価値の深まりにつ
ながったと考える。
⑵　価値について十分に考えを深めることのできな
かった児童
  価値について十分に考えを深めることができなかっ
た児童１名の分析を以下に示す。
  児童Ｅ：実践Ⅰでは価値理解できていたが、実践Ⅱ
の段階で判断できなかった。実践Ⅳの段階でも「相手
の立場に立つ」という考えにたどり着かず、価値につ
いて深めることができなかった。児童Ｅに対しては、
学習プロセスの中の、実践Ⅱ可視化の段階での細やか
な指導が必要であった。価値理解の点ではねらいに達
することができなかったが、大きな声であいさつをし
ている様子が見られ、実践できたことを嬉しそうに報
告してくれた。実践後の感想では「またやりたい」と
実践に対する前向きな感想が述べられており、ねらい
とする価値項目とはずれてしまったが、実践意欲を高
めることができたと考える。「共通の価値理解をもと
に」という実践Ⅰの段階での押さえが不十分であった。
どの段階で介入することが個のつまずきを解消するた
めに必要かを検討しなければならない。
⑶　「達成感」や「自己有用感」についての記述
　児童がOPPシートに記述した内容を分析すると、以
下のような「達成感」や「自己有用感」に関する共通
する記述が見られた。
  いい気持ちになった（11人）。「ありがとう」と言わ
れてうれしかった（８人）。ほめられて嬉しかった（１
人）。喜んでくれて嬉しい（４人）
  最も記述が多かった「いい気持ちになった」という
のは、実践を通しての達成感によるものであったと考
える。また、道徳を実践期間を設けた学習プロセスで
進めたことで、実践期間を通して、自分の行動が認め
られた嬉しさや感謝される喜びを実感できたようであ
る。教師の声かけや保護者の一言も含め、ほめられる、
認められるなど、自己有用感が高まることが、道徳的
価値（思いやり）に基づく行動が増えたことにも関連
していると考える。子ども自身の経験を基にした実感
が、道徳的実践へとつながったと考えられる。
Ⅷ　考察
１　本研究の成果
  質問紙調査の結果から、本実践を通して道徳的価値
（思いやり）に基づく行動が増えたことが確認された。
児童は「思いやり作戦」が終わっても、友達に対して
思いやりのある行動をしている姿が見られ、道徳の時
間に学習したことが、学校生活や家庭の中での道徳的
実践へとつながったと考える。
  児童のOPPシートの記述から「思いやりは相手の立
場に立って行動する」ことであるという価値について
の深まりが読みとれた。特に、「思いやり作戦」後の
感想にはよく現れていた。教材を読解するだけの活動
から、日常の問題を解決する「考え、議論する道徳」
へ発展するためには、道徳の時間での学びを、日常場
面での道徳的行為と関連づけることが必要になると考
える。「思いやり作戦」の実践期間を取り入れたことで、
道徳の時間に学習したことを行動にうつすことがで
き、価値について考えを深めることができた。
  「思いやり作戦」後のOPPシートには、児童が自己
肯定できている感想や実戦に向けて意欲が見られる感
想が多く記述されていた。さらに、「喜んでくれてう
れしかった」など、感謝された喜びや自分の実践が認
められた嬉しさを感じたとの記述が多く、こうした自
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己有用感や達成感が道徳的価値に基づく行動の増加に
つながったと考えられる。一枚ポートフォリオを活用
することにより、より頑張れた自分、認めてもらえた
自分を感じ取らせ、朱筆による支援によって、有用感
がより高まり、実践意欲も高まると考える。教師が共
感的に受け止めることはもちろんのこと、保護者から
認められたり、児童同士で認め合ったりすることが、
学校生活や家庭の中での道徳的実践へとつながると考
える。
  次期学習指導要領における道徳教育、道徳科におけ
る要請は有効性、実証性が求められている。道徳の時
間の設置は、特設型道徳教育に有効性、実証性の欠如
を招いたのではないだろうか。同時代の生徒指導へ有
効性、実証性を求められ、一方教育課程に位置づけら
れても、より主体仮想・場仮想の道徳の時間が確立さ
れたと考える。「道徳科」における問題解決的な学習
の導入に同様の危惧がもたれる。
２　今後の実践に向けての課題
  実践Ⅳの段階でも、相手を思いやり「相手の立場に
立って行動する」という考えにたどり着かず、価値に
ついて深めることができなかった児童もいた。児童の
学習の様子から、各段階ごとに児童の実態を把握し、
指導計画や指導方法の改善に生かしていくことが重要
であることを再確認できた。
  教育実践を通して、主体現実・場現実における問題
解決を通して、道徳の実践力の養成が成り立ち、有効
性、実証性が得られこと。一授業における指導法の工
夫だけでなく、教育活動全体に主体現実・場現実を見
出し、道徳教育をデザインし、機能する道徳教育の実
践を通した追究が喫緊の課題と考える。
  本 研 究 で は、OPPシ ー ト の 記 述 を 中 心 に 評 価
（Assessment）を行った。自分の考えを記述できない
児童からの要請は、次期学習指導要領における資質・
能力の育成の在り方と考える。汎用的能力の育成のフ
レームワークをもち、合科的、総合学習からのカリキュ
ラムマネジメントによる構造化と機能化が不可欠であ
る。本研究においては、一つの価値項目をテーマとし
て授業構成をしたが、複数の価値項目を一つのテーマ
のもとに複数時間扱う授業デザインによる道徳教育の
教育実践も考えられる。
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